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第１学年 生活科学習指導案 

 

令和３年１１月１６日（火） 第２校時 

 
 

１ 単元名 「見つけたあきであそぼう」  第１学年 学習指導要領の内容（５）（６）（８） 
 
２ 単元について   

 （１）児童の実態  （略） 

      

 

 

 

 （２）単元設定の趣旨と構成上の配慮 

    本単元は、学習指導要領の内容（５）「季節の変化と生活」、（６）「自然や物を使った遊び」

（８）「生活や出来事の伝え合い」を受けて設定したものである。ここでは、身近な自然の様

子や季節の変化に気付き、それらの違いや特徴を見付けたり、自らの生活に取り入れ生かし

たりすることをねらいとしている。児童にとって身近な自然と触れ合い、自然の中で思う存

分楽しむことは、感覚を磨いたり感性を育てたりする上で重要な体験である。自然の中で、

一人一人の思いや願い、気付きを生かした多様な遊びを行い、友達と一緒に遊びを考えたり

更に遊びを工夫したりして、楽しみながら遊びを創り出すことができるようにする。また、

相手のことを想像して伝えたいことを選び伝え合う活動を通して、身近な人々と関わること

の楽しさを味わうことができるようにする。１０月の国語の音読発表会を行う場面で、グル

ープごとに発表の練習をした。その際、児童自身がタブレットを使って自分たちの発表を見

直すことを通して、よりよくするためにはどうしたらいいかを考え、工夫する姿が見られた。

そこで本時は、タブレットを活用し動画を撮影する活動を通して、幼稚園児におもちゃの面

白さを分かりやすく伝えるためにはどのように工夫したらよいかについて考えるという学

習を設定した。 

 

 

（３）他教科との関連 

 

音楽 マラカスでリズムをとる 

図工 おもちゃに飾り付けをする 

国語 おもちゃの面白さを伝える 

道徳 公園での遊び方・利用の仕方 
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 （４）児童の意識の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思いや願い・気付き 活  動 
見方・考え方や資質・能力を各教科等の特質に

応じた学びにつなげていく教師の働きかけ 

あきをたのしもう 

おもちゃを 

作ってみよう 

作ったおもちゃで

みんなで遊ぼう 

きんもくせいのに

おいがするね。 

寒くなってきたね。 

どんぐりがいっ

ぱいあったよ。 

まつぼっくりを使

ってけん玉を作り

たいな。 

どんぐりごまを

どうしたら上手

に回せるかな。 

友達が作ったお

もちゃでも遊ん

でみたい。 

きれいな色の

葉っぱだね。 

もっとおもしろく

ならないかな。 

どんぐりごまで

競争しよう。 

みんなにもおも

ちゃで遊んでも

らいたいな。 

落ち葉の洋服

でファッショ

ンショーをし

たいな。 

秋って楽しいね。 

秋の自然と思い切

り触れ合えるよう

に場を設定する。 

身の周りの自然や

身の周りの物で自

分の作りたいもの

を考えられるよう

促す。 

比較したり、関連付

けたり、視点を変え

たりして試行させ、

もっと遊びを楽し

むための工夫を考

えられるよう促す。 

 

おもちゃの紹介を

しよう 

どうしたらおも

ちゃの面白さが

伝わるかな。 

幼稚園の子に

も楽しんでも

らいたいな。 

遊び方を紹介し

よう。 

遊んでもらうの

が楽しみだね。 

おもちゃの面白さ

を伝えるために、

友達と話し合った

り、見合ったりす

る時間を設定す

る。 
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３ 単元の目標 

   秋の自然と関わる活動を通して、遊びや遊びに使う物を工夫して作ったり、身近な自然の違

いや特徴を見付けたりすることができ、自然の様子や四季の変化に気付いたり、遊びの面白さ

や自然の不思議さに気付いたりするとともに、身近な自然を取り入れ自分の生活を楽しくする

ことができるようにする。 

 

４ 単元の評価規準と小単元における具体の評価規準 

 知識・技能 思考・判断・表現  主体的に学習に取り組む態度 

単 

元 

の 

評 

価 

規 

準 

秋の校庭や公園で遊ぶ活

動を通して、自然の様子や

四季の変化、季節によって

生活の様子が変わること、

遊びや遊びに使う物を工夫

してつくることの面白さ、

自然の不思議さに気付いて

いる。 

秋の校庭や公園で遊ぶ

活動を通して、遊び方を

工夫したり、自分が楽し

んだ遊びや感じ取った自

然の様子を考えたり、表

現したりしている。 

秋の校庭や公園で遊ぶ活動を

通して、四季の移り変わりに関

心をもち、自然や人々と関わり

ながら季節に応じた遊びを楽し

もうとしている。 

小 

単 

元 

に 

お 

け 

る  

評 

価 

規 

準 

１ 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

４ 

①春や夏に比べて自

然の様子が大きく

変わってきたこと

や、落ち葉や木の実

が遊びに使えるこ

とに気付いている。 

 

②落ち葉や木の実に

は様々な形がある

ことや、それらをお

もちゃ作りに利用

できることに気付

いている。 

 

③約束やルールを守

って遊ぶと楽しい

ことに気付いてい

る。 

 

④自分たちで作った

秋のおもちゃの面

白さに気付いてい

る。 

①秋の自然や、落ち葉や

木の実のもつ特徴を考

えて、遊びに利用して

いる。 

 

 

 

②落ち葉や木の実の特徴

を生かしたおもちゃを

作ったり、ルールや遊

び方を考えたりしてい

る。 

 

 

③秋の自然物で作ったお

もちゃを工夫して遊ん

でいる。 

 

 

④幼稚園児の気持ちを想

像し、おもちゃの面白

さの伝え方を工夫して

考えている。 

①秋の公園や野原で遊ぶ計画を

立て、秋の自然を利用して遊

ぼうとしている。 

 

 

 

 

②友達と遊ぶ計画を立て、落ち

葉や木の実など、秋の自然を

利用して遊ぼうとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③幼稚園児に喜んでもらえるよ

うに、おもちゃのことを分か

りやすく伝えようとしてい

る。 



4 
 

５ 単元の指導計画・評価計画（１２時間扱い） 

小 単 元 名 

（時数） 

主な学習活動（時数） 小単元の評

価規準との

関連 

評価規準から想定した具体

的な子供の姿（評価方法） 

１ あきを

たのしも

う（３） 

 

 

 

 

〇秋の公園で夏と変わったところを

探しながら、みんなで楽しく遊ぶ。

（１） 

 

 

 

 

 

〇落ち葉や木の実、木など、自然の物

を使って、どんな遊びができるか

考え、挑戦する。（２） 

 

 

 

 

 

知・技① 

 

 

 

態① 

 

 

 

思・判・表① 

 

 

 

 

・他の季節と比べながら、秋

の自然の様子に気付いて

いる。（行動・発言・カー

ド） 

・秋の公園でできる遊びを

考えて、思う存分に遊んで

いる。（行動・発言） 

 

・見つけた秋の自然の中で

できる遊びを工夫してい

る。（行動・発言・カード） 

 

２ おもち

ゃを作っ

てみよう

（５） 

 

 

 

 

〇秋の自然物を使って自由に遊びな

がら、おもちゃをつくる計画を立

てる。（１） 

 

〇秋の自然物でおもちゃを作り、作

ったおもちゃで遊ぶ中で、さらに

よいおもちゃにするためにはどう

したらよいか考えたり、作り直し

たりして、楽しむ。（４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知・技② 

 

 

 

思・判・表② 

 

 

 

思・判・表② 

 

 

 

態② 

 

 

 

 

 

 

・秋の自然物をつかって、遊

びを工夫してつくり出す

面白さに気付いている。

（発言・カード） 

・秋の自然物の特徴を生か

して試しながら、遊びを工

夫している。（行動・発言・

作品） 

・遊びや遊び方を友達と比

べたり、試したりして、遊

ぶものをつくり直してい

る。（行動・発言・作品） 

・遊びを楽しみたいという

願いをもち、粘り強く遊び

[小単元の目標]秋の公園や野原などの落ち葉や木の実で楽しく遊んだり、

集めたりすることができる。 

 

[小単元の目標]落ち葉や木の実を使って遊べるおもちゃを工夫して作る

ことができる。 
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を試そうとしている。（行

動・発言） 

 

３ 作った

おもちゃ

でみんな

で遊ぼう

（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇秋の自然物で作ったおもちゃで、

みんなで仲良く遊ぶ。（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思・判・表③ 

 

 

 

知・技③ 

 

 

 

 

・遊びの工夫や友達の関わ

りのよさや楽しさを、相手

に伝えようとしている。

（発言・カード） 

・自分で作った秋のおもち

ゃの面白さに気付いてい

る。（発言・行動） 

４ 幼稚園

児に伝え

よう（２） 

 

 

 

 

〇作ったおもちゃを幼稚園児に紹介

し、遊んでもらう。（２） 

 

 

 

 

態③ 

 

 

 

知・技④ 

 

 

思・判④ 

 

 

 

 

・楽しかったこと、工夫した

ことなどを、進んで伝えよ

うとしている。（行動・発

言・カード） 

・遊びを工夫する楽しさを

言葉で伝えている。（発言・

カード） 

・おもちゃの面白さを工夫

して伝えようとしている。

（発言・カード） 

 

 

６ 本時の学習指導（１１／１２時） 

（１） 目標 

  幼稚園児に作ったおもちゃの面白さを伝える方法について考える活動を通して、遊びを工夫す

る楽しさを言葉で伝えるとともに、友達と関わりながら伝え方を工夫できるようにする。 

[小単元の目標]落ち葉や木の実を使って遊べるおもちゃの面白さを、幼稚

園児に伝えることができる。 

 

[小単元の目標]落ち葉や木の実を使って作ったおもちゃをもとに、みんな

で楽しく遊ぶ工夫ができる。 
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（２） 展開 

児童の活動・意識 評価（●）と支援（〇）   時間 

１ 前時を想起する。 

・秋のおもちゃでたくさん遊びました。 

・どんぐりごまがよく回ってうれしかったです。 

 

２ 本時のめあてを知る。 

 

 

 

 

 

３ おもちゃの説明の仕方を考える。 

・分かりやすく説明したいな。 

・話す言葉を短くしよう。 

・実際に遊んでいるところを見せたいな。 

マラカス 

・みんなで歌いながら音をならすよ。 

どんぐりごま 

・みんなで競争すると楽しいよ。 

まつぼっくりけん玉 

・簡単なところから難しいところへチャレンジする

よ。 

どんぐりころころ 

・トンネルを通るコースがあるよ。 

やじろべえ 

・小指でバランスをとると難しくて楽しいよ。 

落ち葉の洋服・こすりだし 

・おすすめの組み合わせを紹介するよ。 

 

４ 動画を撮り、説明の仕方の練習をする。 

・もう少しゆっくり言おう。 

・もっと近くで見せたほうがいいかな。 

・一人ずつ紹介していこう。 

 

 

 

 

 

〇前時までの活動をおもちゃやワ

ークシートを見ながら振り返り、

本時の活動の具体的なめあてが

もてるようにする。 

〇グループで一緒に考えながら進

めることを確認する。 

 

 

 

 

〇幼稚園児におもちゃの面白さを

分かりやすく伝えるためにはど

のようなことに気をつけたらい

いか考えられるよう言葉かけを

する。 

〇何度も考えて工夫しながら伝え

ようとしている児童を称賛し、全

体に広める。 

〇工夫しているところや友達同士

の交流でよいところは、全体にも

伝えるようにする。 

●友達との関わりの中で、工夫しな

がら、伝え方を考えている。 

 

 

 

 

 

〇グループごとにタブレットを使

って動画を撮りながら確認でき

るように場を工夫する。 

〇説明の仕方の練習が終わったグ

ループは、試しに動画を撮り、そ

れを見てもっと工夫できるよう

に言葉かけをする。 

●伝え方を工夫して、よりよいもの

にしようとしている。 

５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20分 

 

 

 

 

 

 

 

 

どうしたら、ようちえんせいに、おもちゃのおもしろさをわかりやすくつたえ

られるか、かんがえよう。 
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５ 本時の活動を振り返り、次時の活動を確認す

る。 

・友達と話し合ってみたら、工夫して紹介できまし

た。 

・話す順番を考えたら分かりやすくなりました。 

・早く幼稚園の子におもちゃで遊んでもらいたいで

す。 

 

 

〇友達からのアドバイスや工夫し

たことで、おもちゃのおもしろさ

が伝わりやすくなったことに気

付くように促す。 

〇本時の活動を通して、新たな気付

きをワークシートに記入するよ

うに言葉かけをする。 

〇次時は、幼稚園児に送る動画を撮

ることを伝え、意欲をもたせる。 

 

５分 

 

 

（３）準備 

   タブレット、ワークシート 


